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鎮守の森コミュニティプロジェクト

• 日本全国には神社、お寺がそれぞれ約8万か所存在しますが、
そうした神社ないし社寺の森としての「鎮守の森」は、自然
信仰と一体となった地域コミュニティの拠点としての貴重な
性格をもってきました。

• こうした「鎮守の森」を、自然エネルギーの分散的整備や地
域再生、心身の癒しなどの現代的な課題と結びつけ、その新
たな意義を再発見していくのが「鎮守の森コミュニティ・プ
ロジェクト」です。



「鎮守の森」の意義

 ポイントは、自然観・生命観・・・“生き
ている”自然～内発的な力をもった
自然。 ←→機械論的自然観

鳥居や社殿も重要だが、本来は「自
然信仰」

・・・「御神体」は山、巨木、巨岩など。

現代科学とも共振

・・・自己組織性、新しいアニミズム

武甲山（秩父神社の御神体）

プリゴジン『混沌からの秩序』



生物多様性～自然資本への
関心の高まり

気候変動・
地球温暖化

生物多様性・
生態系保全



「生物多様性国家戦略」の策定（2023年3月）
「ネイチャーポジティブ経済」へ



「生物多様性」と“八百万の神様”
“Eight Million Spirits in Nature”

• 「鎮守の森、八百万の神に象徴されるような・・・我が国に
おける人と自然との共生の考え方や、生物多様性の豊か
さに根差した地域文化（伝統行事、食文化、地場産業など
）を守り」「自然がもたらす文化的・精神的な豊かさや、・・・
人と自然の共生という自然観の継承を、様々な機会を通
じて発信し、・・・地域における生物多様性の保全活動を
促進する」（「次期生物多様性国家戦略2023－2030」
〔2023年3月〕。広井も委員として参加）



SDGと「文化」



鎮守の森コミュニティ・プロジェクト

 １）鎮守の森・自然エネルギーコミュニティプロジェクトィ

 ２）鎮守の森セラピー

 ３）鎮守の森ホスピス

 ４）祭り・伝統文化と地域再生・活性化



気候変動（地球温暖化）
、生態系の崩れなど、様
々な環境問題の顕在化

ウクライナ情勢などを通じた、
エネルギー問題の浮上

自然エネルギー（再生可能エネル
ギー） の重要性
エネルギーの地産地消の必要性

日本の伝統文化や自然観を生かした対応の重要性

鎮守の森・自然エネルギー
コミュニティ・プロジェクト

パワース
ポット！



埼玉県秩父市での展開：
地元住民と連携した小水力発電の導入

• 地元有志の方々と鎮守の森コミ
ュニティ推進協議会のメンバー
が共同出資（陽野（ひの）ふるさ
と電力。50キロワット。21年5月
27日竣工）。薗田稔・秩父神社

宮司（京都大学名誉教授）の御
支援。

• 小水力発電を通じ、伝統文化と
地域コミュニティに根ざしたエネ
ルギーの地産地消～地域再生
を目指す。

武甲山（秩父神社の御神体）



令和4年緑化推進運動功労者
内閣総理大臣賞を受賞

• 総理大臣賞

• 天皇



鎮守の森セラピー（森林療法）の試み

＜白幡天神社（市川市）にて＞

実施例）最初に気功を行い、続いて樹木に寄り添う、触れ
る、抱える等により瞑想を行う。



鎮守の森と森ヨガ 河内長野市



個人・コミュニティ・自然をつなぐ

 現代社会では、個人はその土台にある「コミュニティ」や「自然」、
その根源にあるものとのつながりを失いがち。

個 人

コミュニティ

自 然

（有と無の根源）



「地球倫理」という視点
地球環境の「有限性」を認識し、地球上の各地域の風土や文化の「多様
性」を理解しつつ、個人を超えてコミュニティ、自然、生命とつながる。



ソーシャル・ベンチャー企業を
立ち上げた学生たち

“「自己実現」ではなく「世界実現」”



「アニミズム文化」としての日本

 「鎮守の森」～「八百万の神様」の視点から日本／日本文化
をとらえなおす。

 その現代的価値 ex.エコロジーとの関わり

 「縄文的なもの」（～自然信仰と創造性）の再評価 ・・・日本
文化の基層

 「アニメ」との関わり

可能性と課題
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御清聴ありがとうございました
コメント、質問等歓迎します。

hiroi.yoshinori.5u@kyoto-u.ac.jp

＊関連組織
・鎮守の森コミュニティ研究所

http://c-chinju.org/
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